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               審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、ダイズの収量と品質を低下させる主要な環境ストレス要因である湿害および冷害に
対する耐性の分子遺伝機構を明らかにしたものである。耐湿性に関しては、湛水ストレスによる
収量の減少程度を支配するQTL（flood1）と低酸素条件下での根の発育を支配するQTL（flood2）
を見いだした。一方、耐冷性遺伝子Tと種子の外観品質を向上させる遺伝子Iの組合せで生じる種
皮のくすみの原因遺伝子をクローニングし、品質を向上させるための選抜マーカーを開発した。
本研究により、耐冷性遺伝子と種子の外観品質を高める遺伝子を組み合わせて品質の優れた耐冷
性品種を育成することが可能となった。以上のように、本研究はダイズのストレス耐性育種にと
って有用な情報となるだけでなく、種子の品質低下のメカニズムを遺伝子レベルで明らかにした
貴重な成果であり、学位授与にふさわしいと判断された。 
平成26年1月27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
